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 数研出版の生物基礎では、大気中の CO2 濃度の上昇について、次のように記述しています。 

 

 



 

 

解説：解説：解説：解説： 

 

 教科書では温室効果を次のように記述しています。 

「大気中の水蒸気や二酸化炭素は、地表から放射される赤外線を吸収し、その一部を地表に再放射して

地表や大気の温度を上昇させる。」 

 下層大気中の H2O や CO2 が赤外線を吸収して、気体分子の回転や振動運動が励起されても、そのエ

ネルギーを赤外線の形で再び放射することはほとんど起こりません（→3-3 温室効果の通説を科学する）。

さらに、大気の温度が上昇するということは、H2O や CO2 などの赤外活性気体が吸収した赤外線を、極め



て頻繁に起こる分子衝突によって、大気の 99％を占める N2 や O2 という赤外不活性な気体分子の並進運

動エネルギーに再配分されるからです。 

 

 また、前世紀終盤の気温の上昇傾向の原因について次のように記述しています。 

「近年、地球の年平均気温が上昇しており、大気中の二酸化炭素の増加に伴う温室効果の増大がその主

な原因」 

 

 

 温室効果ガスと言ってもすべての地表面放射を吸収できるわけではなく、気体分子毎に吸収できる波長

帯域が異なっています。地表面放射に対して CO2 の吸収できる波長帯域は 4.6µm 付近と 15µm 付近に



限られています。この波長帯域の地表面放射は既にほぼ 100％吸収されているため、いくら大気中の CO2

濃度が増加しても大気の吸収できる地表面放射は増えません（→気体の分子運動と電磁放射、3-3 温室

効果の通説を科学する）。 

 

 大気中の CO2 循環について次のように記述しています。 

「大気中の二酸化炭素濃度は，おもに光合成による吸収と呼吸による排出によってバランスが保たれてい

る」 

 IPCC2007 年の炭素循環図によると、生態系の光合成（総一次生産）120.0Gt、呼吸 119.6Gt に対して、

海洋における無機的な吸収 92.2Gt（70+22.2）、放出 90.6Gt（70.6+20.0）もほぼ匹敵する量の炭素量の

交換に寄与しているるるるのです。 

 

 

 

 さらに、次のように記述しています。 

「近年の二酸化炭素濃度の増加は石油などの化石燃料の大量消費による排出量の増加と，大規模な熱

帯林の破壊による吸収量の低下が主な原因と考えられている」 

 これについては既に検討してきた通り、化石燃料の消費量の増大は主要な原因ではありません。また土

地利用の変化による二酸化炭素放出は 1.6Gt/年程度と取るに足らない量であり、陸の吸収はむしろ

2.6Gt/年だけ増加するとされています（→2-1 大気中 CO2 濃度の構造）。 

 この生物の教科書の記述はいかなるバックデータと自然科学的な根拠に基づいて書かれたものか、まっ

たくわかりません。 

 


